
2011 年 12 月 3 日（土） 
那須塩原忘年会 
Reported by 小野寺 

 
恒例のクマさん会忘年会。今年は那須塩原へ。それぞれおおるり観光送迎バスの「湯けむり号」で現地へ向かう。 

参加者は、熊本さん・高橋(雄)さん・堀さん・竹内さん・高橋(文)さん・鵜飼さん・伊能さん・山田さん・岡部
(全)さん・岡部(由)さん・光上さん・佐藤(亜)さん・塩野さん・川島さん・根岸さん・小野寺の１６名。 

 

9:00 池袋発には、竹内さん・佐藤さん/光上さん親子 

 

百子さん・和子さん・熊本さん・小野寺が乗車。 
小野寺が遅刻し、9:03 発に m(_ _)m 

 
12：00 過ぎに、無事、全員ホテルニュー八汐に到着。 

雄さんよりルームキーの配布、本日のスケジュール案内。

 

 

まずはお部屋に荷物をおいて、 
12：20 ロビーに再集合して、昼食に出かける。 

 
あいにくの雨で当初予定していた塩原散策は断念し
たが、道々、紅葉は真っ盛り。 



隣り合ったお食事処に２組に分かれて入る。 

 

「お食事処銚子屋」で食事をしたのは、クマさん・
堀さん・竹内さん・伊能さん・光上さん・山田さん。

「そば処是庵（Ze An）たみ吉」に入ったのは、雄さ
ん・和子さん・百子さん・岡部夫妻・小野寺。 

 

古民家風で室内の設えにも気を使っている様子。 

二八せいろ（大盛）、キノコつけそば（￥1,050）な
どをそれぞれ注文。細切りそばで、そば作り研究中
の岡部（全）さんと百子さんは興味津々。さくっと
済ませるはずが、サービスの塩漬け野菜が出たとこ
ろで、ついついお酒も頼んぢゃいました（＾_＾）ゞ

お腹も温まり、三々五々ホテルへ戻る。 

 

ホテルへの帰路、岡部（全）さんと小野寺は酒屋で
ビール１８本やミネラルウォーターを購入。しかも、
岡部さんが 15：15 にホテルに配達して頂く交渉に成
功。 

これでお風呂上がりの冷たいビールを確保。 

すばらしいっ（*＾＾*） 

 



15：30 に３０１号室集合の予定が待ちきれず、 

15：00 過ぎには「カンパ～イ」 

( ^ ^)／U☆U＼(^ ^ ) 

ホームページで振り返る今年のクマさん会。 

 

２０１１年は、この後の忘年登山を残して全１７回
１９座登頂。 

 

３月の東日本大震災による見送りもあったが、１５
周年ということで、記念パーティや草津白根山への
記念登山など、盛りだくさんなスケジュールだった。

 

また、堀さんや岡部さんの海外プライベートツアー
もあり、話題豊富な振り返りとなった。 

 

17：30 お夕食。 

  
  



お食事も終盤に差し掛かれば、文さんのグループサウンズを皮切りにカラオケ大会スタート。 

   

 

 
 

裕次郎、美空ひばり、しぶいところでは増位山と、往年のスター大集合の趣き。 

 



そんな騒ぎの中、根岸さんが仕事先から到着
（19:00）。駆けつけ１杯と１曲。 

 

 

文さんの音頭で、中締め。 

よぉぉ、ぱんっ(^-^)// 

19：30 宴会場から撤退し、３０１号室で三次会。

 

まずは、昨年からさらに腕を上げた竹内さんのフル
ート演奏。モーツァルトの「アイネクライネナハト
ムジーク」など３曲。ただの酔っ払い宴会が、格調
高くなった一瞬だった。 

 



 

宴会中から夢に漂っていた堀さんはお部屋で一休
み。本人不在の間にキリマンジャロの写真が回り、
岡部夫人からはヒマラヤ周遊の土産話を聞く。 

 

恒例２０１１年を振り返る各人からの一言だが、今
年は趣向を変え「ダウトを探せ！」のクイズ形式と
なった。 

各自「２０１１年とっておきの話」として、お題を
３つ提出。ただし、そのうちの１つは真っ赤なウソ。
本人以外の参加者はどれがウソかを「ダウト！」と
指摘して見破る。 

当てると、嬉し恥ずかしご褒美の赤シールをお顔に
進呈される。 

みんなの巧みなウソと、それぞれの話題に大いに盛
り上がる。 

 

温泉につかり一休みしていた山田さん・光上さん・
伊能さんが戻ってきた。唐紙を開けた瞬間、シール
をべたべた顔に貼った変な団体にちょっとたじろぐ
も、参加してしまえば、真剣に当てにかかる。 

堀さんもひと眠りから復活し、「何やってんの」と言
いながら参戦。 



結局、情報収集能力が長けているのか勘が鋭いのか、
次の方たちが１～３位の商品（宝くじ）をゲット！

 

同率１位：クマさん・百子さん ３位：竹内さん 

 

こんな顔にされても、嬉しそうだ ww 

最後は、山登り同好会らしく、来年登りたい山を語
る。夢は尽きない。 

 

いつになく長丁場となり、22：15 に終了。 

明日のお天気を祈りつつ、眠りについた。 

 


